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〔目的 〕近年 、
ヒ ト 配偶 子 操 作 に 超 音波 断層 法が

広 く用 い ら れ る に 至 り、そ の 卵胞 内卵子 、未 受精

卵 及 び 初期 胚 に 対 す る 影 響 や 安全 性 に 対 す る 再 評

価 の 必要性が 指摘 され て い る e そ と で u 超 音波生

体 作 用 研 究 の 一
環 と し て

、
in　vitrD 　 実験 系 に て

マ ウ ス 2 細胞胚 に パ ル ス 超 音波を 照射 し、そ の 初

期胚 発 生 に 及 ぼ す 影響 を 検討 し た 。 〔方法 〕マ ウ

ス 2 細胞 胚 は 、 B6C3F1 雌 マ ゥ ス を
、
PMSG

、
　HCG

気 過 排卵処 理 し 採取 後 b プ ラ ス チ ッ ク 製 ス ト V 一

精液 管 0。5 血1 中 に 培 養液 と 共 に 密 封 し た
。 培養 液

には 、 BWW 培養 液を 用 い 、超音 波照射 時 に は
、

HEPES を 添加 し た もの を 用 い た 。 超 音波発 生装 置

は
、
USP − 1パ ル ス 超 音波 発 振 器 で、本 実 験 に お け

る パ ル ス 超 音波 は
、 周波 数 2。OMHZ 、パ ル ス 繰 り返 し 周

披数1。OKHZh パ ル ス 幅 10μS、平 均 音響 強度 12　m 　W ／

cm2 と し 、振動 子 は PZT 製 の 15  径 の 円形 平板振

動 子 、 照 射 時間 は
、 60分及び 90分間 と し た 。 照射

後 5％CO2 　 in　 air37 ℃ に て 培 養 し
。

96時 間後 の

B 醐 blas鯲 t 以上 へ の 発生 率を 検討 し た 。

〔成績 〕踊 ed 　blas鱈 st 以上 へ の 発生 率 は 、パ

ル ス 超 音波 照 射 60分 間 で は
恥 非 照 射群 51／ 63 （81．

0％）に 対 し て
、 照射群 K后 ／135 （9 ）

．
0％）で あ り、90

分 間照射 で lttS 非照射 ev　66／ 総 （76．7％）tS 照 射群

52／82（63．4％）と、そ れ ぞれ の 各群 間 に お い て b 有意

差を 認 め な か つ た 。 〔結論 〕平 均音響強 度 12mW ／

om2 の パ ル ス 超 音波照 射は 、 照射時 間 60分及び 90

分 間 の 双 方 で
、

マ ウ ス 2 細胞胚 の 発 生 を 抑 制 せ ず n

こ の 音響 強度 に お け る パ ル ス 超音 波照射 の 安 全 性

を 強 く示 唆す る結果 で あ つ た 。

〔目 的 〕胎 動 が あ る に も か か わ ら ず
一

過性 頻 脈 が

な い 真 の  
一

凱 tiΨe は 胎 動心拍 数図 に よ り確実

に 診断さ れ る が
、

こ の 真 の nn −“reactive 症 例 の 予

後を 検討 し た 。 〔方法 〕当科 お よ び 関連病 院 で

NST と し て 超 音 波 ド プ ラ 胎動 計 に よ る 胎動 心 拍

数図 約 1000 例 の 中 か らζ胎動 が存在す る に もか

か わ らず持 続 15秒 v 振 幅 15bpm 以上 の 一過 性 頻 脈

が み ら れ ず b し か も そ の 他 の 異 常心 拍 数図 所見 の

な い 真 の mn
−

reactive 症例 を選 び 、そ の 合 併症、

 
一

撒 tiveと 診 断 さ れ た 週数 、 分 娩 まで の 暾 、

そ の 後 の 異 常心 拍数 図所見 出現 の 有無 b あ れ ば そ

の 所 見、分娩 週 数 、 分娩 方法 k 児 出 生 体 重
、 細 r

ス コ ァ な ど を 検討 し た 。 〔成 績 〕約 1  例 の 胎 動

心 拍 数図 中真 の nm − reactive 例 は 21例あ つ た 。 合

併症 と し て 妊娠中毒症 12例 （57。3％），
IUGR18 例

（85。7％）、 胎 児奇 形 1 例、胎 児染色体 異 常 1 例 が

あ つ た
。 真 の nm −

Teactive と診断 さ れ た の は 平 均

36週 6 日 で そ の 後急 速 遂娩 も含 み 平均 5。8 日で 分 娩

と な つ た o 平 均 出生 体重 1916gJ   ar ス コ ア 7。6点

で あ つ た 。 21 例 中 16例 （76 。2％）に そ の 後 の NST

で 高度 変動一過性 徐脈 tS 遅 発
一

過性徐 脈 b 基 線細

変 動 消失 な ど が 出現 し 胎 児 仮死 と 診断 さ れ 帝 王 切

開 を 受 け た が、 こ れ は 真 の lion − reactive と 診 断 さ

れ て か ら平均 5。4 日 後 で あ つ た 。 〔結 論 〕真 の

non
一

撒 tive　21 例中 、 非 常 に 高率 （16 例．，　76。2％）

に 5。4 日 後 と い う短 期 間 後 に 胎 児 仮 死 発生 を み て

帝 王 切 開 と な つ た 事 か ら 、 真 の mn
一

  ctive は 胎

児仮死 前駆 症 と考え取 り扱 う事 が 望 ま し い と 思 わ

れ る 。 妊娠 中毒症 、
IUGR が 多 か つ た 事 か ら 、 特

に こ れ ら の 症 例 に は 胎 動 心 拍数 図 に よ り本 症 を 診

断 し 胎 児仮 死 発 生 に そ な え る 事 が 臨床上 有益 と 考

え る
。
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